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調査会社IDCによる調査によれば、AIシステムに対する世界の支出額が2019年に358億ドルに達する
ことが予測されています。これは2018年の支出額の実に44%増の拡大です。さまざまな業界がAIを
活用するプロジェクトに積極的な投資をしていることがわかります。この傾向は来年以降も続き、2022
年には今年の2倍以上の792億ドルに達する見込みです。＊

IDCによれば、AIに対する世界的な投資が最も盛んな産業分野は小売業で、銀行業がそれに続きます。
これらに組立製造業、ヘルスケア、プロセス製造業などの産業分野が加わり、2019年のAIシステムに
対する支出額トップ5の業界を構成するというのがIDCの分析です。＊

また、同社では、企業がAIソリューションを展開する上で人材配置やデータ、その他の問題など、継続
的な課題に直面していることを指摘した上で、それでもAIソリューションがコスト削減、収益向上、情報
アクセスの向上や迅速化による意思決定の改善によって、企業の純利益の大幅な向上に役立つとして

います。

HPでも日本社会の少子高齢化に伴う労働人口の減少を補うためにAIビジネスのニーズが増大して
いくであろうと考えています。

ただ、今後は、IoTで爆発的に生み出されてくる膨大なデータ処理をこなすために、クラウド・サーバー
型だけでは難しく、処理とデータ転送などのボトルネック解消のためにエッジAIの活用が盛んになって
いくでしょう。

クラウド・サーバーコンピューティングの弱点を、可用性やプライバシー保護、リアルタイム性といった

エッジAIの長所で補うクラウド・エッジ併用型のハイブリッドAIシステムが求められているのが今のAIを
取り巻く状況です。

HPはソリューション提供に必要なインダストリナレッジを持つパートナーとのリレーションにより、幅広い
製品ラインアップでAIの未来を支援します。

＊ 「人工知能システムに対する世界の支出額は2019年に約358億ドルに拡大」（IDC Japan株式会社）
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18世紀は経験や実験に基づく科学の時代。19世紀は理論に基づく科学の時代。
20世紀はコンピューターサイエンスによる革命の時代でした。
そして私たちが現在生きている21世紀は、データサイエンスによる革命の時代と言えるでしょう。
データサイエンスはビジネスをどのように進めて行くかの基盤となってくるテクノロジーです。

データサイエンスとは、何十億というデータポイントをできるだけ早く調べて理解することです。データ

を解析して重要な課題に対する回答を導き出したり、答えを予測するAIモデルを構築します。データ
サイエンティストは仕事のなかで、実際には、AI処理をおこなう前の、データの準備、整理や分析などの
前処理に80%以上の時間を費やしています。

データ：科学の第四パラダイム データサイエンスとは?

デジタルビジネスの基盤

経験的 理論的 コンピューターによる データドリブン

データサイエンスがデジタルビジネスの決定を左右

データ

分析

洞察

AI

モデル

推論

予測

4  5 データサイエンスとは?データ：科学の第四パラダイム



機械学習は、私たちが日々使用するテクノロジーの多くに組み込まれています。「この場合は、その処理

をおこなえ」というコーディング命令に正確に従うのではなく、機械が過去のデータから「学習」して、

その対応を調整します。多くの人は、すでに日常生活で機械学習を利用しています。たとえば、ユーザー

の好みに合わせてNetflix（ネットフリックス）が提案した番組を視聴している場合や、Pinterest（ピンタ
レスト）でキッチンのリノベーションに適した写真を保存している場合などです。また、株価の変動を予測

したり、同様の住宅の最近の販売価格に基づいて自宅の時価を見積もりしたりする例もあります。

機械学習の定義

機械学習

データによるトレーニング
●回帰
●単純なニューラルネット

ビッグデータ
●データ収集とクリーニング
●データラベリング
●分析-インサイト

データサイエンス

人工知能

人間に似せた
●エキスパートシステム
●サイバネティックスと脳のシミュレーション
●「ハンドコード」機能
●「ビッグAI」

ディープラーニング

パターン認識
●「深い」ニューラルネット
●畳み込みニューラルネット
●予測、制御
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データサイエンティストとは単に企業内／組織内のデータを集約して処理

するだけの人材ではなく、そこから有用な知見を引き出した上で、企業の意

思決定に活かすことのできる人材であると言われています。統計学に関する

知識、分析ツールやデータ処理基盤を使いこなす能力、ビジネスを理解した

上で問題を発見し解決できる能力、データ分析で得られた知見を他人に伝

えるコミュニケーション能力、といったものが挙げられます。

ディープラーニングによって、ドライバー不要な自動運転、MRIスキャンでの
人間の目には感知できない腫瘍の検出、および水難事故の捜索および救助

活動時の行方不明者の位置特定が可能になります。また、スマートフォンの

アプリを通じて視覚障がい者に世界の現状を伝えることもできます。

何よりもすばらしいのは、これらがすべて、SFの中の遠い未来のことではな
く、今まさに実現しつつあることです。

データサイエンスの市場 機械学習の応用分野

●リスク/ポートフォリオ
●センティメント分析
●予測的分析
●行動監視

データ
マイニング

●ビデオ監視
●自動運転
●行動分析
●医療画像

コンピューター
ビジョン

●行動検知
●  センサーデータの
融合

●予防保守

スマート
モーション/
センサー

●会話認識
●音声認識

会話・音声認識

●機械翻訳
●チャットボット
●  カスタマーサービス
自動化

自然言語処理

●  ネットワーク
セキュリティ

●データセキュリティ

サイバー
セキュリティ

業界

小売り、コンシューマー、自動車、製造業など

HPは世界中の毎日の仕事を変革するためにワークステーションを再発明しています

金融 医療 ソフトウェア開発 バイオサイエンス OEM 映像制作

製品開発 建築 ガス&オイル 教育 製造業 航空宇宙
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2020年までにアジアだけでも150万人を超えるデータサイエンティストが
必要と予想されます。これまでのところ、データサイエンスはサーバーとク

ラウドを中心に展開されてきましたが、これには非常に高いコストがかかり

ます。しかし、個々のデータサイエンティストが自由に使用できるデータサイ

エンスワークステーションの導入により、ワークフロー全体にGPUアクセラ
レーションによるメリット活用することが可能になりました。Z by HP データ

サイエンスワークステーションは、これらの重要なナレッジワーカーの生産

性の向上と、最高のコストパフォーマンスの提供を可能にします。

HPはUnix Workstationの時代から30年以上もの間、ワークステーション専
用の開発部門を設け、その開発に専念してきました。さまざまな業界分野の

プロフェッショナルから、HPのワークステーションを選んでいただいた結果、
11年連続国内シェアNo.1＊を達成しました。

Z by HP データサイエンスソリューションは、データサイエンスにとって必
須なパフォーマンス、ニーズに沿ったソリューションを提供するためのパート

ナー企業とのコラボレーション、さらに、データを安全に使用できるセキュリ

ティに重点を置き、これからいっそう加速するデータサイエンスコンピュー

ティングの革新的なソリューションを提供します。

GPUが加速するデータサイエンス 最高峰のデータサイエンスソリューション

GPU搭載 HP Z8 1台

1クリックあたり
ミリ秒内にデータを分析

10台のレガシーCPUサーバー

1サイクルあたり
数時間以内にデータを分析

強力なハードウェア

何時間にもわたる処理からミリ秒単位の処理に。
何十億もの行と列を今までより早く分析可能

●強力なGPU
●超高速メモリ
●プリインストールされた検証済ソフトウェア

Z by HPのハードウェアおよびソフトウェアは、
データガバナンスを念頭に置いて統合

●プライバシー/機密データ
●クライアントと顧客データの保護
●HPの独自のサイバーセキュリティ機能

戦略的なパートナーシップを通じた
データサイエンス

●NVIDIA
●Intel
●OmniSci
●Matroid
●その他ISVパートナー

安全なデータワークフロー ワールドクラスのコラボレーション

＊ 2008～2018年、出典：IDC’s Worldwide Quarterly Workstation Tracker Share by Company, 2019 Q1
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最高の高性能コンピューティング技術をデータサイエンスの現場で活用可能です。

効率的なデータサイエンスを実現するためのポートフォリオ

各ワークフロー向けのZ by HP
最高のディスプレイを備えたモバイルワークス
テーション（ZBook x360およびZBook x2）から
強力なデスクトップ（展開用Z2 Miniから、高負荷
の展開や学習用に最適なZ4/Z8）まで、ワークフ
ローに最適なデバイスを選択可能です。

HP Z Displays
ボーダレスな表示で、端から端まで視覚的な体
験。高解像度4K UHDモデルなどプロフェッショ
ナルのニーズに応え、生産性向上に貢献します。

プリンターとアクセサリ
すべてのZ by HPデバイスは、コンセプトから製
品までの各クリエイティブワークフローを最適化
するために、アクセサリおよび/またはプリンター
は理想的な組み合わせです。

創造的なソフトウェア
HP Developers Portal（Private/ Public）を使
用し、機械学習およびディープラーニングの開発
プロジェクトからさらに多くの情報を得ることが
できます。

カメラ
Z by HPのパートナーシップにより、お客様のア
プローチに合った適切なアーキテクチャーを構
築可能です。
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など実に多彩だ。「このほかにも、専用ソフトウェ

アの開発などもおこなっていますので、あらゆる

ニーズに対応可能です」と井上由香氏は語る。

そして、導入に関してはソフトウェアのみならず、

ニーズによってはハードウェアとの組み合わせ

で一連のシステムとして提供するケースも多い

のだという。「もちろん、お客さまの要件にもより

ますが、コンピューターにはHP Workstationシ
リーズをオススメしています」と井上忠治氏。

ワークステーションといっても、スペックや形状

はそれぞれだ。そうした部分も顧客とのヒアリン

グを進めつつ要件を満たす製品を導きだしてい

くのだという。「画像処理システムですから、HP 
Workstation Z840クラスにグラフィックスボー
ドを何枚挿すかという話になることが多いです

ね。弊社のテクノロジーはCPUよりもGPUに処理
させたほうが速さもでますから」と井上由香氏は

語る。

将来の拡張性はもちろん、スペックにも空きス

ロットに余裕がある筐体にアドバンテージがあ

る。「とはいえ、設置場所の関係でコンパクトに

したいという場合は、HP Workstationシリー
ズの中でもモバイルワークステーションをオス

スメすることがあります」と井上忠治氏。実際に

HP ZBook Studio G3 Mobile Workstationを
用いて美肌処理を実演してもらったが、リアル

タイム処理をおこなっても、遅延はほとんど感

じられなかった。「結構、重たい処理をしていま

すが、モバイルワークステーションならではの高

性能を発揮できていると思います」と井上忠治

氏も満足げだ。豊富なバリエーションを持つHP 
Workstationシリーズをよく知る同社ならでは
の使いこなしともいえる。

「HP Workstationシリーズは有名ですから、お
客さまに説明しやすいです。これはブランド、製

品共に広く信頼されているからだと思います」と

井上由香氏。ISPの製品群が、そもそもプロが現
場で使うことも想定されているため、成果物には

高い品質が求められている。HP Workstation製
品であれば、安定した結果になることが予想しや

すく、ワールドワイドで得てきた高い評価が、顧客

にも訴求しやすいポイントになるのだろう。

AIを使ったディープラーニング 
への活用にも期待
「弊社の画像処理システム製品群は、世間で言わ

れているビッグデータあるいはディープラーニ

ングといったこれからのテクノロジーにも応用で

きます。そのため、先見性のあるお客さまを中心

に、問い合わせや具体的な相談まで幅広い業種

に注目されています」と語る井上忠治氏。

たとえば、産業界などでは製品工場のラインで不

良品を見極めるために、画像処理技術を活用し

ていることが多い。「製品がライン上を流れてい

る中、リアルタイムな画像処理をおこなわなくて

はなりません。現状でもかなりの精度で検出する

ことができることはよく知られていますが、それ

でも最終的には人間の目や触感によって最後の

検査がおこなわれることが多いのも事実です」と

井上由香氏。このときに最終チェックをする人物

がやっていることをAIを使って実現していく、い
わゆるディープラーニングは、今後企業に必須と

なってくるテクノロジーだと予測されている。

「その場合、どうしても限界があるCPUによる演
算よりも、よりたくさんのコアが使えるGPU処理
が有利です。さらに、1枚搭載すれば十分だった
ものが2枚あるいはそれ以上に増える可能性も
あるため、やはり高性能かつ高品質な処理が期

待できるワークステーションの出番が今まで以

上に増えるはずです」と語る井上忠治氏。

「ほかにもたとえばテレビ番組の制作で、顔認証

のテクノロジーを使い主演女優の顔だけをリア

ルタイムに補正していく等、複雑な画像処理をリ

アルタイムで提供していくことが望まれていま

す。時代はハイビジョンから4K、またはそれ以上
へと高精細化していくでしょうし、演算としてはま

すます高いレベルのシステムを実現していかな

いとなりません」と井上由香氏も新時代への期

待を語る。

ISPでは、AI技術を使ったディープラーニングへ
のニーズが高まりを見せる中、さまざまな業種、

業界へ向けて開発を進めているという。「今まで

蓄積してきたノウハウや実績をベースに、今後も

ハイレベルな製品で皆様の期待に応えていきた

いですね」と井上忠治氏は最後に語ってくれた。

ISPのテクノロジーと開発力を体現するため選ば
れたHP Workstationシリーズ。そして未来が必
要としている新しいテクノロジーでもまた、これ

を活かしきるためのワークステーションへの期待

は高まっている。HPも全力で時代の最先端を開
き続けるISPを支え続けていく予定だ。

幅広分野で 
システム開発事業をけん引
株式会社システム計画研究所／ISP（以降、ISP）
は、1977年に創業、40年の歴史を持つ企業だ。
同社はもともと技術系のシステム開発を得意と

しており、現在では医療情報・Webアプリケー
ションシステム、通信・ネットワーク・制御・宇宙シ

ステム、画像処理システム、AIシステムとそれぞ
れの事業分野へ向け技術を提供している。「いわ

ゆるソフトウェア開発会社ですが、弊社の特長は

営業部門が存在しないところですね」と語る井上

由香氏。これは同社が開発を担当する技術者自

らが、顧客と話し合うことで直接のニーズや課題

をくみ取れるようにしているためだという。

そんなISPの中核事業でもある画像処理システ
ム事業では、独自開発による画像処理エンジン

「ROBUSKEY（ロバスキー）」を用いた、さまざま
な製品を展開。この分野では大きなシェアを持っ

ている。「身近な例ですと、写真シール機にもロ

バスキーのテクノロジーが入っているものもあり

ます」と井上忠治氏は語る。シール紙に印刷する

サービスという特徴を受けて、いかにきれいに縮

小するかという課題から始まり、現在ではクロマ

キー合成技術や美肌効果や目の付近だけを局部

修正する技術なども盛り込まれている。まさに技

術の進化を体現するシステムの一例でもあるの

だ。「技術的には人物をキレイに撮るという部分

にフォーカスしていて、合成すると乱れてしまう

部分を如何に制御するか、などの観点から画像エ

ンジンの開発が始まりました」と井上由香氏。

写真シール機はもはや一般化しているといえる

身近な存在だが、実現するには背景合成技術や

画像補正技術などが必要になるばかりでなく、撮

影時の光量やその向きなど、外的要因にも影響

を受けるが、写真シール機が置かれる場所に好

条件がそろっているわけではない。「ロバスキー

を使うと、適当な照明でも背景の緑幕が多少シワ

シワでもキレイに抜き取れるのが強みです」と井

上忠治氏。悪条件の中でも、きれいな画像処理を

おこなえる技術を獲得。これらのノウハウを活か

した製品を多数ラインアップしている。

豊富なラインアップで 
さまざまな用途にベストマッチ
ISPが提供する画像処理システムにはさまざま
な種類がある。同社の製品展開は、写真シール

機に応用された高度なクロマキー処理を実現

する「ROBUSKEY for Adobe Photoshop／
ROBUSKEY for Video」に始まり、背景合成を自
動でおこなう「マルチバック撮影ソフトウェア 写
真 de スタジオクロマキー」、モデルの顔を美肌
に加工する「肌補正ライブラリ 珠肌（たまはだ）」

画像処理技術分野の発展が目覚ましい。日ごろ目にする放送や動画といった業界
のみならず、産業界における検査機器や医療機器への応用など、進化し続けるテ
クノロジーをフル活用するシチュエーションも大きく広がっている。そんな画像
処理技術分野においてシーンをけん引する株式会社システム計画研究所／ISP
では、HP Workstaitionをソリューションに利用することで、更なる発展を目指し
ているという。同社に話を伺ったので紹介しよう。

株式会社 システム計画研究所／ISP

AIを用いたディープラーニング分野への拡大も視野に  
画像処理技術をスピーディ&コンパクトに再現

株式会社 システム計画研究所／ISP
事業本部 第3事業セグメント
マネージャ エバンジェリスト 井上由香氏

Z840とROBUSKEYテクノロジーでリアルタイムな背
景合成がコンパクトかつスピーディに再現される

モバイルワークステーションでもリアルタイム画像処
理は実現可能だ

画像処理システムで社会をけん引するISP。今後は
ディープラーニングなどでもその優れた開発力が期
待されている

事業本部 第3事業セグメント
リーダ 井上忠治氏

目的
●  高品質な組み込みシステムの開発
●  GPU演算が可能なシステムの必要性
●  ニーズに応じた多種性および拡張性

アプローチ
●  リアルタイム処理でも高速なシステム
●  高負荷状況でも品質が保たれる高可用性
●  信頼性と堅牢性の実現

システムの効果
●  高品質な画像処理技術の提供
●  製品の特長をそのまま再現
●  リアルタイムかつ高速な処理

ビジネスへの効果
●  顧客満足度の向上
●  ニーズに合わせたシステム提案を実現
●  将来を見据えた拡張性の提供
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マネージャー 青木秀年氏（以降、青木氏）だ。「実
はワークステーションを選んでいるのも、GPUコ
ンピューティングを視野に入れているからなんで

す」と松本氏も言葉を繋ぐ。

ワークステーションは自社内での実証実験や納

品向けのテスト稼働もおこないやすく、また必要

に応じてGPUを追加することも可能だ。「GPUも
バージョンによってチューニングしないとならな

いケースもあるので、お客さまのサポートという

面でもさまざまな環境での動作確認は常におこ

なえるようにしたいのです」と松本氏は語る。

「たとえば単純なアルゴリズムを同時に並列に学

習してそれらを組み合わせて最終結果として出

力する、といったケースがかなりあります。この場

合、数十プロセスを同時に長時間稼働させるの

で、高負荷に耐える信頼性の高いマシンが必要

になります」と青木氏。また同氏は「ディープラー

ニングのモデルを訓練する際にもメモリの容量

が重要になります。データを全部メモリに乗せら

れるか、ストレージから読みながら計算するのか

という部分で、試行錯誤の効率が大きく異なるか

らです」と言葉を続ける。

こうした要件を組み合わせていくと必然的にマシ

ンはHP Z640 Workstationになったという。「さ
まざまな要件を考えるとトータルバランスに優れ

たマシンが必要でした。もう2年ぐらいかなり酷
使していますが、未だに一度も壊れていません。

サポートのお世話になったこともないぐらいで

す」と原田氏は笑顔で語る。

マグロの養殖にも 
AI技術を活用
アラヤが持つ高い技術力があらゆる分野で活用

されている。たとえば、マグロの養殖現場にも同

社のテクノロジーが導入されているのだ。「株式

会社電通国際情報サービス（以降、ISID）に技術
協力をおこなう形でプロジェクトに参画させてい

ただいており、養殖場にいるマグロの個体数を自

動カウントする技術を開発しています」と原田氏

は説明を始める。

マグロの養殖を最適化しようとしたとき、個体数

の把握が重要になる。現在はその作業を人力に

たよっているが、物体認識技術を用いることで画

像から自動カウントすることが可能になる。

「深層学習の技術を使い、動画からマグロの形状

を学習させ認識できるようにします。ただ海の状

態は常に変化するため、タイミングによっては不

鮮明にしか写らないケースもあります。そのよう

な環境下でマグロを認識させ個体としてカウント

するためには、深層学習が有効です」と青木氏は

語る。

これは比較的規模の大きな取り組みのプロジェ

クト例だが、こうしたものだけでなく中小企業へ

向けたサービスも展開できるのだという。「たと

えば、先ほどの産業ロボットのお話ですと中小企

業のほうが小回りの利いた運用が可能かもしれ

ません。中小規模の工場だと小ロットでパーツを

変えたり、工程を変えたりしますから、そのたび

にロボットに教え込ませるのは大変です。しかし、

ディープラーニングで仮想空間を使ってシミュ

レーションさせておけば、それを呼び出すだけで

作業に移れます」と松本氏。

「これからは人を簡単に増やせないかも知れませ

んし、教育に時間を掛けることも難しい。そういう

時代になりつつあるので、この技術は中小企業に

とってますます重要になってくるかも知れません

ね」と原田氏も展望を語る。

強い人工知能で 
さらなる未来を構築
高い技術力であらゆるニーズに応えようと日々

研究開発を続けるアラヤ。「もう一つ弊社が目指

しているのは、我々が強い人工知能と定義してい

るものです」と原田氏。いわゆる「意識とは何か」

を人工知能に応用し、汎用人工知能の開発を目

指しているのだ。

「自動車の自動運転でもすべてのパターンを人

工知能に学習させることは困難です。ですから、

人工知能自らが仮説をたてて学習できれば、未

知への予測もより早くできるようになるというこ

とです」と原田氏。「産業ロボットにしても、もしか

したら人間が考える工程よりも人工知能が考え

た工程のほうが効率が良いかも知れません。そ

ういう期待も出てきます」と松本氏。「最終的に

は言語までとも思いますが、そこまで行くと相当

なレベルになりますね」と明るい表情で語る青木

氏。研究者である彼らの考える未来はとても明る

い。未来の日本を背負う技術を追求するアラヤ

のビジネスを支えるべく、HPも彼らの活躍をサ
ポートし続けていく。

最先端のサービスを提供
「もともと脳の画像を機械学習と結びつけて人

の特性を予測する。この技術研究から始まった会

社です」と語るのは、株式会社アラヤ（以降、アラ

ヤ）取締役 原田浩平氏（以降、原田氏）だ。起業当
初にはアラヤ・ブレイン・イメージングという名称

であったことからも得意分野が分かるが、現在で

はビジネスのニーズに合わせて各分野にも精力

的に乗り出している。「特にAIに関してはニーズ
がますます高まっていますし、ディープラーニン

グ、機械学習アルゴリズムといった分野も成長中

なので対応できるようにしています」と原田氏は

説明する。

具体的にはディープラーニング、時系列データ

分析、演算量削減技術をコア技術とし、それぞれ

をデータ分析/予測/最適化、画像認識/IoTセン
サー情報の識別、FA・ロボット制御分野に対して
サービスを提供しているのがアラヤだ。

同社が手掛けているサービスは世界をリードす

る最先端の技術が応用されている。「たとえば、

従来は工場現場でティーチングボックスを使い

実際に制御しながら地道に学習させていた産業

用ロボットの動作ですが、これを仮想空間ででき

るようにしました。仮想空間では速度がいくらで

も早くできますし、トライアンドエラーによる誤差

修正もすぐにできます。結果的に従来の数十分

の一というレベルで学習時間を短縮できます」と

語るのは技術部データサイエンスグループ ダイ
レクター 松本渉氏（以降、松本氏）だ。

リアルでは時間が掛かるものがシミュレーション

上では高速で完了できる。これによって得られる

恩恵は計り知れない。「ほかにも物体認識や人の

姿勢を高精度で判別できるような仕組みを作っ

たりするので、コンピューターには高い性能が要

求されます」と原田氏は語る。

高い開発スキルをサポート
アラヤが導入しているコンピューターはH P 
Z640 Workstationだ。デュアルプロセッサー
構成や最大256GBメモリが搭載できるなど、ハ
イエンドモデルに劣らない高いスペックで、グラ

フィックスも最大4 基搭載可能。アラヤのような
研究開発で酷使されることを前提に、最先端の

パワーとアーキテクチャを内包するワークステー

ションになる。

「弊社の領域をディープラーニングとそれ以外と

分けた場合、ディープラーニングには主にGPU 
コンピューティングで対応。それ以外では44コ
アのCPUを最大限に活用して開発をしています」
と語るのは技術部データサイエンスグループ  

2015年に本格稼働を始めて以来、急成長を遂げている注目企業、株式会社アラ
ヤ。英国サセックス大学において認知神経科学の准教授を務めていた経歴を持
つ金井良太代表取締役を筆頭に、ビッグデータ解析や機械学習アルゴリズムの開
発などで、多くの企業をサポートしている。そんな同社がメインコンピューターと
して使っているのがHPのワークステーションだ。一般的にはサーバーの領域と
思われるビジネスの中でワークステーションの役割とはどのようなものか、話を
伺った。

株式会社アラヤ

最先端技術の研究開発を支える
HPのワークステーション

株式会社アラヤ 取締役 原田浩平氏

技術部データサイエンスグループ
ダイレクター 松本渉氏

エリア内のマグロを自動カウントする
ソリューションの実証実験の様子。

仮想空間で人工知能に学習をさせる。
学習スピードの向上や、開発期間の短縮、
複数命令の切り替えなど応用範囲は広い。

研究開発用のHP Z640 Workstationはリソースを
適正に配分するため、最大でも2、3名で1台を共有。技術部データサイエンスグループ

マネージャー 青木秀年氏

目的
●  解析・アルゴリズム開発向けの 
コンピューターの選定

●  研究開発における過酷な環境に耐えられる可用性
●  ニーズに合わせてスペックを変更できる汎用性

アプローチ
●  サーバーを排除しワークステーションを選定
●  複数プロセッサー、大容量メモリなど 
ハイスペックな構成

●  複数グラフィックス構成が可能

システムの効果
●  連続した高負荷状態でも安定稼働
●  パーツ構成の容易な入れ替えが可能
●  大容量メモリでレスポンス向上

ビジネスへの効果
●  サーバーと比較し、導入・運用コストの削減を実現
●  適切なスペック構成により 
無駄のないスムーズな開発が可能

●  GPUテクノロジーの進化に合わせたサービスの提供
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スーパークリエイターが佐賀県で挑む  
スマート農業とAI無人店舗の中身

株式会社オプティム

株式会社オプティム（以下OPTiM）は、株式会社日本HP（以下HP）が2月に東京都内で開催したプライ
ベートイベント「HP Reinvent World 2019」に出展。同社 執行役員 兼 OPTiM Cloud IoT OS事業責任
者 山本大祐氏の講演を行った。

講演の中で、OPTiMが佐賀県で展開しているドローンとAIを利用したスマートアグリカルチャー（スマー
ト農業と）、AIを利用した無人店舗の取り組みを説明した。

AIとIoTソリューションを活用し、佐賀県の農場で実証実験
OPTiMは2000年に創業したIT企業だ。日本国内でPC向け、スマートフォン向けのソフトウェアや、IoT向
けのソリューションなどを提供している。2014年10月に東京証券取引所 マザース市場に上場し、2015
年10月に東京証券取引所 市場第一部へ市場変更した。

同社は00年代にはPC向けのソフトウェアなどに力を入れていたが、10年代前半にはそれをスマートフォ
ンに拡大し、10年代後半にAIやIoT関連のビジネスに力を入れるようになった。山本氏が率いるOPTiM 
Cloud IoT OS事業では、そうしたAIやIoTのソリューションを展開している。同社は多数のエンジニアを
抱えるエンジニアリングファーストの企業として知られていて、山本氏自身も、過去にはIPAが行なって
いた「IPA未踏ユース2005年度スーパークリエイター」に選出されるなどの実績を残しているエンジニ
ア出身だ。

その山本氏が話したのは、OPTiMが佐賀県で行なっている2つのユニークな事業。1つがドローンとAIを
活用して作付けしている作物を自動判別するソリューション、もう1つがAIを活用した無人店舗だ。

まず1つめのドローンとAIを利用した作付けのチェックは、カメラを搭載した固定翼型ドローンで農地を
撮影するとともに、AIで作付けされている作物を自動で判別するというソリューションだ。

そもそも「なぜこんなことが必要なのか」と言うと、国や県が農家に補助金を出す際に「特定の作物を作

付けしていること」が条件に含まれるためである。山本氏は「従来は県の担当者らが、作物をいちいち目

視で確認していて膨大な時間がかかっていた。それを大きく削減できると考えてプロジェクトをスタート

した」と、事業の意義を説明する。

具体的に今回の佐賀県の例では、目視調査の場

合、実にのべ約1,360時間と、県の担当者にとっ
て大きな負担になっていた。仮にその時間を別

の業務に割くことができれば、新たな住民サービ

スを生み出せるかもしれない。県民にとっても大

きなメリットがある取り組みだ。まずは佐賀県の

白石町で始めており、現在は佐賀県全土へと対

象を広げつつある状況という。

ロス率0を実現した無人店舗、 
モノタロウ・佐賀大学との共同プロジェクト
2つめの無人店舗に関しては、実際に取り組みが行われている佐賀大学の構内店舗を例として紹介。こ
れは佐賀大学のほか、”現場系”に強い通販サービスを運営するモノタロウと共同で取り組んでいるプロ

ジェクトだ。

この無人店舗では、Amazonが米国で運営している無人店舗「Amazon Go」のような、大量のカメラを
店舗内に設置して、客が何を取ったかをAIの画像認識で判別して決済までを自動化するのではなく、購
入決済は来店客のスマートフォンで商品バーコードを読み取る形にしている。

山本氏は、「Amazon Goのような方式だと100台程度のカメラが必要になるし、それと同じぐらい大規
模な処理用ワークステーションも必要になる。これは小売店にとっては現実ではないと判断した。そこ

で、カメラはセキュリティとマーケティング用に5台だけ用意して、決済は客のスマートフォンで行う形に
した」と、より現実の小売店のニーズに即した方式を採用したと説明する。

AIが店舗のカメラや入退店ゲート、各種センサーなどを制御・分析することで、防犯などのセキュリティ
面を担っているほか、来店客の行動分析によるマーケティング面での店舗運営支援もできるようにして

いる。

気になるロス率（有り体に言えば万引きされる商品の率）は、驚くべき事に始めて半年の実績で「0」だっ
たという。小売店では商品の消滅などのロス率をある程度見込んで運営がされている。もちろん大学の

構内という比較的治安が良い場所ということを差し引く必要はあるが、小売店の利益に直結するロス率

0という数字は注目に値する。

AIソリューション、現状ではクラウドよりもエッジが現実的
こうしたOPTiMのAIソリューションを裏で支えたのは、HPのエッジAIソリューションだったという。山本氏
は、「ディープラーニング（深層学習）の学習と推論を、GPUを搭載するHPのワークステーションで行なっ
ている。ワークステーションにHPを選択した理由は、こちらが必要としている量を確実に供給してくれる
体制とサポート体制がしっかりと整っていたため」と、様々なベンダから検討した結果、HPを選択するに
至った決め手を説明した。山本氏によれば、パブリッククラウドで提供されるGPUなども利用してみてい
るが、現状では、「エッジにワークステーションを置く方が使い勝手が良い」と評価しているそうだ。

なお、山本氏は、3月20日に書籍『成功に導くためのAIプロジェクト実践読本』を発売する予定という。ど
うやってAIのソフトウェアを書くのか、という従来のAI関連の書籍とは異なり、AIをどうやって自社のビジ
ネスに投入していくかについてフォーカスした内容だそうだ。

「AIを使ったサービスは、従来のソフトウェア開発とはモデルが異なる。それを契約としてどのようにク
ロージングしていくかが重要になる。ソフトウェアの開発契約をどうしたらいいのか、ソフトウェアの知財

をどうしたらいいのか、そのソフトウェアを使ったビジネスが拡大したときにレベニューシェアをどうした

らいいのか、そうした時に参考になる書籍にした」（山本氏）といい、社内ノウハウも惜しげ無く盛り込ん

だとのことなので、AI活用ビジネスを始めようという人は注目しておくといいだろう。

 ※本ページは、2019年3月6日に『マイナビニュース』へ掲載された記事を転載しています。

カメラは5台でセキュリティとマーケティング観点での
モニタリングを行なっている（出典：HPと協業を進め
るOPTiMのエッジAI戦略、株式会社オプティム）

店舗内の全景（出典：HPと協業を進めるOPTiMのエッ
ジAI戦略、株式会社オプティム）

モノタロウと佐賀大学との共同プロジェクトによる無
人店舗（出典：HPと協業を進めるOPTiMのエッジAI戦
略、株式会社オプティム）

作付けをドローンの空撮映像とAIで判別するソリュー
ション（出典：HPと協業を進めるOPTiMのエッジAI戦
略、株式会社オプティム）

講演会場で配られたスマート米。これは今回の佐賀と
は別に、同社のAI技術を活用することで減農薬栽培を
実現した千葉県の農場で生産された

OPTiMのエッジワークステーション（出典：HPと協
業を進めるOPTiMのエッジAI戦略、株式会社オプ
ティム）

OPTiMが進めるドローンを利用したスマートアグリカ
ルチャー（出典：HPと協業を進めるOPTiMのエッジAI
戦略、株式会社オプティム）

株式会社日本HP 専務執行役員 パーソナルシステム
ズ 事業統括 九嶋俊一氏（左）と株式会社オプティム 
執行役員 兼 OPTiM Cloud IoT OS事業責任者 山本
大祐氏（右）

OPTiMのエッジワークステーションのラインアップ（出
典：HPと協業を進めるOPTiMのエッジAI戦略、株式会
社オプティム）

このようにAIが作付けしている作物を自動で判別し
ていく（出典：HPと協業を進めるOPTiMのエッジAI戦
略、株式会社オプティム）

3月20日に販売予定の「成功に導くためのAIプロジェ
クト実践読本」（マイナビ刊 出典：HPと協業を進める
OPTiMのエッジAI戦略、株式会社オプティム）

株式会社オプティム 
執行役員 兼 OPTiM Cloud IoT OS事業責任者 
山本大祐氏

●佐賀県でAIを活かしたスマート農業と無人店舗に取り組む  
●スマート農場の実証実験で得られた成果は?  
●小売店の現実により近づけたAI無人店舗の展開

18  19 スーパークリエイターが佐賀県で挑む  スマート農業とAI無人店舗の中身スーパークリエイターが佐賀県で挑む  スマート農業とAI無人店舗の中身



―今、無人店舗関連のAIに関する技術でもっともホットな話題は何でしょうか。

技術には段階があると考えています。それは一歩先と二歩先といったイメージです。一歩先は今日、明

日からでもすぐにできるものですし、二歩先はエンジニアも懸命にトライしているけれど、まだ試してい

る段階で、顧客にとっては時期尚早といえるものです。

そこを前提にしてお話しすれば、AIの一歩先は、機械学習を使った客数の予測が話題になりやすいです
ね。小売り事業者の顧客にとって、雨が降っている4月の上旬、どのくらいの客数を期待できるかという
のは、もっとも興味のあるテーマではないでしょうか。それによって、どのくらいの量のパンを焼くか、ど

のくらいお惣菜を作るかといった数を予測できるからです。廃棄を最小限にして売上げを予測するベー

スになる数字です。そういう情報を提供するのがAIです。

―無人店舗は各社が積極的に取り組んでいます。

無人店舗の形態には2種類あると考えています。ひとつがウォークスルーのAmazon Goタイプで、もう
ひとつは無人化したときに、何かがあった場合に遠隔地から支援する技術を併用する形態です。

前者は、高性能なマシンが支えています。それに膨大な数のカメラです。マシンはあればあるほどいい

でしょうね。ただ、一億円のマシンを使っても回収の見込みがたたないじゃないですか。だから、今の時点

ではなるべくコストダウンがはかれるような方法論を選択する必要があるのです。

われわれのソリューションで使っているのはカメラ2台です。クラウドが発達しているのでコンピューティ
ングリソースをそちらに持っていくことができればいいのですが、ネットワーク帯域を考えるとそれは

難しく、リアルタイムの物体認識の技術には、必ずエッジコンピューティングが必要になると考えてい

ます。

なにしろ、リアルタイムに動画を流し続けるので、それでクラウドを使うとなると、カメラの台数が増えて

いったときにネットワークを圧迫し、回線も専用のものが必要になるなどコスト増につながります。それ

をエッジで処理できれば、ネットワークを介さずにローカルで処理できるというメリットがあります。

―エッジのAI処理でどんなことが実現できるのでしょうか。

マイクロマーケットでは、店舗をなるべく狭小にし、できるだけ人を置かないで運営することが求められ

ます。もし通常のコンビニをオープンしたら、店舗面積がどんなに狭くても、今までは二人の人間が必要

でした。でも、レジは客自身がセルフですませ、店側は補充に専念することができれば、今までより一人

分の人件費が削減できるという考え方が可能です。

実は、特定商品の在庫がなかったから売れないといったのはわずかなケースなのです。さらにいうなら、

客数とお惣菜や弁当の数の予測にしても、これまで人間が経験とカンでやってきたことの方がAIよりも

精度が高いというのが現状です。

AIは、ちゃんと教えないとそれを弾き出してはくれません。発注しているおばちゃんはその近辺に住んで
いるわけですから、近隣の小学校の運動会のことを知っているわけじゃないですか。機械学習でそのこ

とを入れるのはなかなか難しいでしょう。

それでも人間の予測はまちがっていないことを前提に、同等のことをAIでできるようにする必要があり
ます。

われわれはフルセットで小売業に必要なものを提供できるように準備を進めています。極端には、明日か

ら店を始めたいというようなケースがあったとして、それでも対応できるようにしています。

―キャッシュレス決済も話題です。

決済についてはまだまだ現金決済が多いですね。これは間違いのない真実です。でも、マイクロマーケッ

トの中ではキャッシュレス決済がマストになってきます。やりとりされる現金を勘定するには専用の機器

が必要になりますが、これがかなりコスト高です。それと比べるとキャッシュレス系決済は端末も小さく、

無人化した店舗では人間を介在させる必要がなくなります。そして、その人間が接客に回れるのです。

―無人化での接客というソリューションを開発されているそうですね。

リコは無人化して誰もいない店でも遠隔地から接客ができるソリューションです。客に応じてレコメンド

商品を提案したり、使い方などのサジェスチョンをします。それで売上げアップが望めるのです。

通常、コンビニに行くというときのイメージは飲み物を買いにいくといったことなのですが、従来型のコ

ンビニでは客と店との対話がありません。なぜなら、レジに人間が関わらなければならないからです。で

も、遠隔地から接客できれば、さまざまなコストを削減することができます。コンビニを例にしましたが、

アパレルなども接客第一ですよね。いってみればスーパーの実演販売のようなものと考えてください。

もっとも、今やっていることはまだ完璧ではありません。もう少し技術が進歩すれば、より完成度があがっ

て提供できるのではないかと考えています。

―今の時点で足りない技術というのはあるのでしょうか。

進化を期待しているのは画像認識です。画像を認識する精度はあがっているのですが、われわれがやっ

ているのは、画像認識のあと、そのまま動いている物体を認識し続けるということです。現時点ではこれ

が最高というのがありません。

どうして画像認識が必要になるのかというと、メーカーが作って売る分にはいろいろできるのですが、小

売店はモノを作っていないからなのです。

たとえば、全商品にRFIDをつければ画像認識は必要ありません。でも、それはコストの問題で非現実的
です。かつて、コカコーラがカンにタグをつけるというアイディアをボツにしたことがあります。つけたと

ころで売上げがあがらないのなら、メーカーとしてつける意味がないという判断だったそうです。

―HP製品は開発現場でどのように使われていますか。

高性能なワークステーションがありがたいですね。熱暴走もありません。3Dのモデルをモーションキャ
プチャーしていることもあって、マシンパワーは特に重要です。人とモノの認識を同時にやろうとすると

ものすごいコンピューターリソースが必要になりますが、HPのワークステーションはビクともしないで
安定稼働してくれるので、絶大な信頼を寄せています。

いずれにしても、カメラだけの力に頼るとどんどんコンピューティングリソースが必要になっていきます。

カメラだらけになればなるほど強力なマシンが必要になるのです。

最適解としては、人間認識はカメラベースで、その人間が移動するといった要素は感圧の床ですませる

などの方法が現実的です。そして、商品はセンサーベースで管理します。こうして実店舗での客の動きを

データ化していくのです。無人店舗のバックヤードにデータセンターのようにラックを設置してサーバー

などの大量のコンピューターを動かせればいいのですが、やはりそのコストは回収できません。現実的

な解としてワークステーションが必要になります。

HP Workstationパートナーインタビュー

VINXが考える無人店舗の未来

株式会社ヴィンクスは流通小売業向けの最適なソリューションを提案する企業と
して、さまざまな製品を提供しています。もちろんAI関連も主力事業として、将来
のソリューションの研究開発に取り組んでいます。同社営業本部プロダクト企画
部の能登一樹氏に無人店舗の将来像をうかがいました。

VINX の開発メンバー

HP ZBook 15 G5 MobileでVirtual Customer 
Service「リコちゃん」を操作するオペレーター

VINXの開発メンバーが絶大な信頼を寄せるHP Z4 
G4 Workstation

株式会社ヴィンクス
営業本部プロダクト企画部
能登一樹氏

株式会社ヴィンクス

20  21 HP Workstationパートナーインタビュー ： VINXが考える無人店舗の未来HP Workstationパートナーインタビュー ： VINXが考える無人店舗の未来



Z by HP 学習用、展開用の推奨構成例

大規模ワークロード用の
HPの開発プラットフォーム
HP Z8 G4 Workstation

中程度の開発負荷に
HP Z4 G4 Workstation

小規模開発用途と展開用
HP Z4 G4 Workstation

モバイル開発と展開用
HP ZBook 17 G5 Workstation

エッジでの展開用
HP Z2 Mini G4 Workstation

●  インテル® Xeon® Gold 6136 プロセッサー
（24.75Mキャッシュ、3.00GHz、コア数12）×2
●Linux® Ubuntu 16.04
●192GB DDR4-2666 ECC SDRAM
●OS Drive：256GB SATA 6GB/s SSD
●  Fast RAID Data Store：

HP Z Turbo Drive M.2 512GB SSD×2
●Data Store：4TB 7200rpm HDD
●  NVIDIA® Quadro® GV100 32GB もしくは 

RTX 8000 48GB×2

●  インテル® Xeon® W-2155 プロセッサー
（13.75Mキャッシュ、3.30GHz、コア数10）
●Linux® Ubuntu 16.04
●128GB DDR4-2666 ECC SDRAM
●OS Drive：256GB SATA 6GB/s SSD
●Fast Data Store：512GB PCIe SSD
●Data Store：2TB 7200rpm HDD
●  NVIDIA® Quadro® RTX 6000 24GB

●  インテル® Xeon® W-2155 プロセッサー
（13.75Mキャッシュ、3.30GHz、コア数10）
●Linux® Ubuntu® 16.04
●64GB DDR4-2666 ECC SDRAM
●OS Drive：256GB SATA 6GB/s SSD
●Fast Data Store：512GB PCIe SSD
●Data Store：2TB 7200rpm HDD
●NVIDIA® Quadro® RTX 5000 16GB

●  インテル® Core™ i7-8850H プロセッサー
（9Mキャッシュ、最大4.30GHz、コア数6）
●  Windows 10 Pro/

Linux® Ubuntu 16.04
●64GB DDR4-2666 ECC SDRAM
●OS Drive：1TB PCIe SSD
●Fast Data Store：1TB PCIe SSD
●NVIDIA® Quadro® P5200 16GB

●  インテル® Xeon® E-2174G プロセッサー
（8Mキャッシュ、最大4.70GHz、コア数4）
●  Windows 10 Pro/

Linux® Ubuntu 16.04
●16GB DDR4-2400 ECC SDRAM
●OS Drive：256GB SATA 6GB/s SSD
●Fast Data Store：512GB PCIe SSD
●NVIDIA® Quadro® P600 4GB

例：地震解析、高度VR、高精細画像解析など
例： 複雑なGIS（地図情報）、
メディカルイメージング

例： Amazon Goタイプの
小売コンピュータービジョン

例： 様々な分野でモバイル端末での
作業が必要な場合

例：ビデオ監視システム、不正検知など

最高峰のパフォーマンスを実現したワークステーション、
限界の無い機械学習開発
常時稼働に適していることから数日かかるようなトレーニングセッションにも対応でき、トレーニングワー

クフローを完了するために必要な多数のセッションを円滑に進めることができます。機械学習トレーニン

グに最適化されたZ by HPの構成は、開発者にとって最高の生産性を提供します。

22  23 最高峰のパフォーマンスを実現したワークステーション、限界の無い機械学習開発最高峰のパフォーマンスを実現したワークステーション、限界の無い機械学習開発


